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【目的・方法】2016 年度より大阪府八尾地区においては「地域チーム医療を担

う薬剤師養成プログラム：八尾ユニット」による病院（精神科，回復期），学校薬

剤師（教師指導），研修会（地域医療関連）での連携実習を実施しているが、この

プログラムにおける成果の可視化は極めて重要である。本研究では 2016～2018 年

度の近畿大学実習生のアンケート結果（解析可能対象実習生数、病院：385 名、薬

局：362 名）から実習生の実習全体満足度、施設満足度、実習内容把握度（10 段

階評価）を比較解析した。 

【結果・考察】八尾地区と他地区の 2群間では、Mann–Whitney U test で病院実

習における全体満足度に有意差は認められたが（八尾地区：8.72、他地区：7.99, 

P=0.022）、施設満足度、把握度に有意差は認められなかった。薬局実習において

は 3 項目とも有意差が認められなかった。しかし、クラスター分類（wald 法；八

尾地区と他地区、病院：調剤実習、医薬品管理、チーム医療、TDM、患者対応、薬

局：調剤実習、医薬品管理、学校薬剤師、薬局製剤、患者対応の充実度 5 段階回

答）で分類された 3 群（病院分類度数割合：八尾地区 4.7%、実習充実度の低い群

21.6%、高い群73.8%、薬局分類度数割合：八尾地区8.3%、実習充実度の低い群38.1%、

高い群 53.6%）の比較解析では、すべての 3 項目で有意差が認められ（P<0.001）、

実習の満足度、把握度は実習内容の充実度に強く影響していることが示された。

八尾ユニット該当の実習生の実習満足度、内容把握度は高く、連携実習の充実度

が高いと認識されていたが、一方で、他地区において、実習満足度の低い実習生

が少なからず存在することが、問題として提起された。 


